
　（別紙４（２））
事業所名　　グループホームいずみ

目標達成計画 作成日：　平成　24年　　7月　10日

優先

順位

項目

番号
現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

目標達成

に要する

期間

1

1

2

・理念の共有と実践

・事業所と地域とのつきあい

開所して3年、法人内のケアハウスやデイサービスの利用者

との交流行事や法人の納涼祭などで地域の方との交流は

行っている。今後よりいっそう地域に根ざしたグループホー

ムになるように地域との交流を増やしていきたい。

　・グループホーム以外の方との交流を図り地域の根

ざしたホームとして活動をする。

　・法人の理念である「明るくて健康で豊かな老後」を基本とし、地域の一員として

生活できるように支援する。

・グループホーム共用型認知対応型デイサービスを開設する事により地域との

交流を図る。

・演芸慰問などのお願いをして交流を図る。

・散歩や買い物などに出掛け地域の方との交流を図る。

・ケアハウスの方との交流行事の充実。

・区長さんなどと相談し地域の方と交流できるような行事など計画していく。

・現在、同法人の特養・デーサービスに来園していただいている傾聴ボランティア

をグループホームもお願いし来園していただく。

6ヶ月

2 26

・チームでつくる介護計画とモニタリング

毎月のケース会議や本人や家族などの希望を聞き介護計

画を作成しているが、モニタリングの書式検討などで記録が

不十分だった。

・モニタリング記録の整備。 ・外部評価の時に頂いた書式案をもとに、モニタリング書式をつくり、外部評価後

より、毎月、モニタリングを実施・記録。

2ヶ月

3 43

・排泄の自立支援

日々の排泄介助などでの観察ケース記録などから排泄パ

ターンを把握しているが、今後も排泄異常など改善していき

たい。

・排泄異常の改善・排泄の自立支援。 ・以前は排泄チェ ック表を使用しているが、対象者が減少したため、ケース記録に

て把握。今後はよりケース記録の記載を充実させ、排尿パターン・排便の確認を

行う。

・医師・家族と相談し内服による排便コントロールの継続。

・運動や水分摂取を促すことを継続。

3ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。

目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。



4 48

・役割、楽しみごとの支援

外出行事や季節の行事・壁面工作など定期的に行い軌道に

乗ってきた。今後より、役割・楽しみごとを増やすようレク・行

事・日頃の活動などの充実していきたい。

・毎日のレクの充実。

・役割・楽しみの支援。

・曜日で活動内容の大まかの計画を立て、この曜日はゲームの日など決め行う。

（例えば、月曜日はゲーム・火曜日は工作・水曜日は趣味活動など決めて行う）

・季節の行事・お出かけ・行事食の充実。

・習字や園芸活動・工作などクラブ活動の充実。

・掃除や洗濯物たたみ、食事の準備など出来ることは、お手伝いして頂き、役割を

みつける。

3ヶ月

5 40

・食事を楽しむことの出来る支援。

職員と一緒に食事を作るということが目標だが現在はおや

つづくりや材料のした準備ぐらいになっている。今後、食事

を一緒に作る機会を増やしたい。

・利用者と一緒に食事を作る時間を増やす。 ・月１回以上ホールにて一緒に調理参加出来るような予定を立てる。（例えば、焼

きそば・豚汁・シチュー・カレーなど）

・昨年度から行っているおまんじゅうづくり・ホットケーキ・おだんごづくりなどの手

作りおやつづくりを月１回行うようにする。 3ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


